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３
月
１
日
㈭
か
ら
７
日
㈬
ま
で
春
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
。
期
間
中
は
消
防
団
方
面

団
別
訓
練
や
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
家
庭
な
ど
の
防
火
訪
問
、
電
車
車
庫
な
ど
の
消
防
検
査

を
行
い
ま
す
。
一
人
一
人
の
取
り
組
み
で
火
災
の
な
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
時
季
は
空
気
が
乾
燥
し
北

風
の
強
い
日
が
続
く
た
め
、
火
災

が
発
生
し
や
す
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。
火
災
は
貴
重
な
財
産
だ

け
で
な
く
、
大
切
な
命
を
奪
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い

に
は
十
分
注
意
す
る
と
と
も
に
、

こ
の
機
会
に
身
の
回
り
の
防
火
チ

ェ
ッ
ク
を
行
い
、
自
分
の
家
は
自

分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意

　「
点
検
」
と
言
っ
て
勝
手
に
部

屋
へ
上
が
り
物
色
す
る
な
ど
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
悪
質
な
訪
問

販
売
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
消
防
署
員
や
消
防
団
員
が

消
火
器
や
住
宅
用
火
災
警
報
器
な

ど
を
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
な
お
、
悪
質
な
訪
問
販
売
の

被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
３
０
�

１
７
５
５
）
や
、
最
寄
り
の
消
防

署
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
山
火
事
を
防
ぐ
た
め
に

　
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
に
よ
る
入
山
者

が
増
加
す
る
春
先
は
、
山
火
事
が

多
く
発
生
し
ま
す
。
こ
れ
は
下
草

が
枯
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
た
き

火
の
不
始
末
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨

て
な
ど
人
為
的
な
要
因
が
重
な
る

こ
と
が
原
因
で
す
。
一
人
一
人
が

次
の
点
に
注
意
し
て
山
火
事
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

①
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
火
災
が
起

き
や
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火
を

し
な
い
。

②
喫
煙
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で
。

吸
い
が
ら
は
必
ず
消
し
、
投
げ
捨

て
を
し
な
い
。

③
ご
み
は
指
定
さ
れ
た
場
所
に
捨

て
る
か
持
ち
帰
る
。

④
火
を
使
用
す
る
場
合
は
、
周
囲

の
状
況
に
十
分
注
意
し
、
消
火
用

の
水
な
ど
を
必
ず
用
意
す
る
。
使

用
後
は
完
全
に
火
を
消
す
。

⑤
強
風
注
意
報
や
乾
燥
注
意
報
な

ど
が
発
表
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

火
の
使
用
を
差
し
控
え
る
。

■消防ふれあい広場
　ミニ消防自動車乗車、子供用制服・防火衣で記
念撮影、起震車による地震体験などを行います。
日時＝３月３日㈯午前９時～11時30分
会場＝消防局

■火災防御演習
�利用者多数施設訓練
日時＝２月26日㈰午前10時～10時45分
会場＝ひろせ老人福祉センター
�山火事想定訓練（防災航空隊との合同訓練）
日時＝３月６日㈫午前10時30分～正午
会場＝電力中央研究所赤城試験センター（苗ヶ島町）

イベントや訓練に参加しませんか

　３月１日㈭から７日㈬は全国一斉の建築物防災週
間です。１日には、本市や消防局、警察署、保健所
で組織する前橋建築防災安全対策連絡協議会が、中
心市街地の雑居ビルなどを対象に防災啓発活動を実

施します。
　また、期間中は多くの人が利用する建築物などの
立ち入り検査を実施します。ご協力をお願いします。

雑居ビルで防災啓発活動を行います 　問い合わせは　建築指導課　☎898−6754

　119番に通報する際は慌てず落ち着いて、消
防局員に正しく伝えてください。
　携帯電話からの通報も局番なしの119番。自
分の電話番号を伝え、通報後も電源は切らない
でください。

あなたの家は大丈夫？
今すぐ防火チェック

たばこの火はしっかりと消していますか？
たばこは水を掛けるなどして確実に消しましょう。

Check

1

ストーブを燃えやすい物の近くで使用していませんか？
カーテンや洗濯物など、燃えやすい物の近くでストーブ
は絶対に使用しないでください。

Check

2

コンロから離れるときは必ず火を消していますか？
台所での出火原因の多くはコンロ。調理中に台所を離
れる時は、必ず火を消してください。

Check

3

コンセントは定期的に清掃していますか？
コンセントのホコリは火災の原因。定期的に清掃し、
たこ足配線はやめましょう。

Check

4

住宅用火災警報器を設置していますか？
住宅用火災警報器の設置が条例で義務付けられてい
ます。必ず設置してください。

Check

5

家の周りに燃えやすい物を置いていませんか？
物置には必ず鍵を掛け、ごみは決められた日時に出し
ましょう。

Check

6

問
い
合
わ
せ
は
　
消
防
局
予
防
課　

☎
２
２
０
―
４
５
０
７

防
火
チ
ェ
ッ
ク
で
火
災
を
防
ご
う

音の出る物を叩きながら周りに知らせる
火災を発見したら、やかんや鍋などを叩きながら大き
な声で周りに知らせてください。また、小さな火でも
119番へ通報するとともに、一人で何とかしようとせ
ず、周囲の人の助けを借りましょう。

Step

1

もしも火災が
起きてしまったら

消火器を使用して初期消火！
消火器は事前に場所と使い方を確認しておきましょ
う。火が天井までの高さになってしまったら、無理を
せず避難してください。

Step

2

持ち物にこだわらず急いで避難する
避難する際はできるだけ早く家の外へ。濡れたハンカ
チやタオルを鼻と口に当て、できるだけ低い姿勢で部
屋のドアを閉めて逃げましょう。一度避難したら絶対
に家の中へは戻らないでください。

Step

3

119番通報する際は

火事ですか？救急ですか？消防局

火事です。通報者

場所はどこですか？消防局

○○町○○のそばです。通報者

何が燃えていますか。消防局

○○が燃えています。通報者

逃げ遅れた人やけが人はいますか？消防局

けが人がいます。通報者

通報例

①黄色の安全
栓を上に抜く。

③上下のレバーを
握る。

②ホースの先やノズ
ルを燃えているもの
に向ける。

春
の
火
災
予
防
運
動
が
始
ま
り
ま
す

消火器の使い方


